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（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
支

援
費
５
０
０
０
万
円
の
内
容
と

積
算
の
根
拠
は
。

　

道
の
駅
の
管
理

運
営
会
社
を
12
月

ま
で
に
設
立
す
る
た
め
の
出
資

金
。
道
の
駅
は
平
成
28
年
度
開

業
予
定
で
、
開
業
後
5
年
間
の

赤
字
分
を
積
算
し
た
も
の
。

　

道
の
駅
と
交
流
の
場

の
目
的
に
合
っ
た
運
営

会
社
を
立
ち
上
げ
た
い
。
で
き

る
だ
け
赤
字
を
出
さ
な
い
こ
と

が
最
重
要
課
題
に
な
る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

道
の
駅
の
成
功
に
は

運
営
会
社
の
支
配
人
が
重
要
に

な
る
。人
選
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

支
配
人
は
公
募

し
、
経
験
が
あ
る

人
を
採
用
し
た
い
。
ま
た
中
心

と
な
る
従
業
員
は
事
前
に
町
の

任
期
付
き
職
員
と
し
て
採
用
し

て
準
備
を
進
め
る
。

　

人
が
大
事
な
の
で

し
っ
か
り
選
び
た
い
。

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
の

収
入
計
画
の
内
容
は
。

　

果
物
を
活
用
し

た
ジ
ュ
ー
ス
、

カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
販

売
、
農
産
物
の
注
文
販
売
、
大

型
遊
具
を
備
え
た
子
ど
も
の
一

時
預
か
り
所
、
お
母
さ
ん
同
士

の
情
報
交
換
の
場
と
な
る
喫
茶

ス
ペ
ー
ス
、
宿
泊
で
き
る
研
修

室
な
ど
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

道
の
駅
に
農
産
物
を

出
荷
す
る
組
合
は
ど
う
す
る
の

か
。

　

出
荷
希
望
の
あ

る
農
家
を
中
心
に

出
荷
組
合
の
設
立
や
農
産
物
の

種
類
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
商
工
会
を
中
心
に
出
店

や
商
品
販
売
な
ど
を
協
議
し
て

い
る
。（

村
上
晴
夫
議
員
）

　

人
件
費
の
増
額
理
由

は
。
ま
た
、
震
災
対
応
な
ど
で

業
務
量
が
増
え
て
い
る
が
職
員

の
健
康
管
理
は
大
丈
夫
な
の
か
。

　

元
気
活
力
事
業
な
ど

業
務
が
多
く
、
職
員
を

増
や
し
て
対
応
し
て
い
る
た

め
。
健
康
管
理
は
業
務
の
大
変

さ
を
共
有
し
て
乗
り
切
り
た

い
。

　

平
成
26
年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計
（
第
２
号
）
は
７
億

６
１
８
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
１
３
９
億
３
３
１
２
万
円

と
す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

お
も
な
内
容
は
、
仮
置
き
場
整
備
４
億
６
５
８
０
万
円
や
ま
ち

づ
く
り
会
社
（
道
の
駅
）
へ
の
出
資
金
５
０
０
０
万
円
な
ど
で
、
そ

の
財
源
は
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平成26年度一般会計
補正予算（第２号）のおもな内容

【おもな事業】
◦仮置き場整備工事� 4億6580万円
◦県北浄化センター賠償金の基金（貯金）積立� 1億5000万円
◦まちづくり会社（道の駅）への出資金� 5000万円
◦人事異動などによる人件費の不足分� 3532万円
◦町営住宅修繕工事� 1440万円
◦桃せん孔細菌病の防除費用の追加補助� 200万円
◦災害用機材（テント、リヤカー）の購入� 119万円
◦子どもの木育イベント開催費用� 102万円
◦その他（町道、林道、水路の修繕など）� 4207万円
� 計　7億6180万円
【おもな財源】
◦地方交付税� 3265万円
◦国・県からの補助金� 4億7577万円
◦東京電力からの賠償金� 1億5000万円
◦前年度からの繰越金� 7373万円
◦町債（林道災害復旧工事のための借金）� 360万円
◦その他（特別会計繰入金、前年度事業の収入など）� 2605万円
� 計　7億6180万円
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産
業
振
興
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長

産
業
振
興

課　
　
長

産
業
振
興

課　
　
長

産
業
振
興

課　
　
長

ま
ち
づ
く
り
会
社

支
援
費
と
は

道
の
駅
支
配
人
の

選
任
は

道
の
駅
出
荷
組
合

の
設
立
は

人
件
費
増
の
理
由
と

職
員
の
健
康
管
理
は

道
の
駅
の

収
入
計
画
は

道
の
駅
会
社
へ
の
出
資
金
を
決
定

12
月
ま
で
に
管
理
運
営
会
社
を
設
立

町
長

町
長

町
長
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（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

３
年
間
で
全
戸
を
除
染

す
る
計
画
だ
が
、
そ
の
期
間
の

半
分
を
過
ぎ
た
。
除
染
は
予
定

ど
お
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

住
宅
・
宅
地
の
除

染
は
、
こ
れ
ま
で

の
２
か
年
の
合
計
目
標
数
２
５

０
０
戸
の
う
ち
、
８
月
末
で
１

３
７
８
戸
が
終
了
。
今
年
度
は

月
平
均
１
６
５
戸
の
割
合
で
進

ん
で
い
る
。

（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

観
光
力
づ
く
り
事
業

１
０
２
万
円
の
内
容
は
。

　

東
京
お
も
ち
ゃ

美
術
館
に
依
頼

し
、
子
ど
も
た
ち
に
木
を
題
材

に
し
た
木
育
イ
ベ
ン
ト
を
11
月

に
開
催
す
る
も
の
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

災
害
対
策
費
の

備
品
購
入
費
１
１

９
万
円
の
中
で
、

今
の
時
代
に
リ
ヤ

カ
ー
を
購
入
す
る

理
由
は
。

　

災
害
時
に
は
車

イ
ス
、
簡
易
タ
ン

カ
、
リ
ヤ
カ
ー
が

有
効
だ
っ
た
と
い

う
意
見
が
あ
り
、
各
地
区
か
ら

要
望
が
出
さ
れ
た
た
め
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

住
宅
管
理
費
の
調
停

業
務
委
託
料
50
万
円
は
、
何
件

の
調
停
や
訴
訟
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　

検
討
中
の
も
の
を
含

め
５
件
程
度
。
家
賃
の

回
収
は
民
法
の
適
用
と
な
る
。

弁
護
士
の
協
力
に
よ
り
で
き
る

だ
け
回
収
し
た
い
。

問

問

問

問

建
設
課
長

産
業
振
興

課　
　
長

住
民
生
活

課　
　
長

原
発
災
害

対
策
課
長

子
ど
も
の
木
育

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

町
営
住
宅
の

訴
訟
は
何
件
か

リ
ヤ
カ
ー
購
入
の

理
由
は

除
染
の
進
み
具
合
は

条
例
そ
の
他

（
要
旨
）　

東
京
電
力
か
ら
の
賠

償
金
１
億
５
０
０
０
万
円
を
町

の
復
興
や
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
周
辺
対
策
に
使
う
た
め
基
金

（
貯
金
）
に
積
み
立
て
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）　

新
庁
舎
議
場
の
机
や

イ
ス
な
ど
備
品
一
式
を
１
２
９

６
万
円
で
「
株
式
会
社
天
童
木

工
（
山
形
県
天
童
市
）」
か
ら
購

入
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）　

新
内
谷
地
内
の
小
坂

方
部
２
号
仮
置
き
場
は
、
９
８

２
８
万
円
で
「
有
限
会
社　

近

久
工
業
（
石
母
田
）」
と
、
大
木

戸
字
大
久
保
地
内
の
大
木
戸
方

部
３
号
仮
置
き
場
は
、
１
億
３

６
８
万
円
で
「
有
限
会
社　

佐

久
間
工
業
（
森
山
）」
と
契
約
す

る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

復
興
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
条
例
制
定

動
産
の
取
得

工
事
請
負
契
約

新
議
場
の
備
品
購
入

を
決
定

賠
償
金
を
復
興
基
金

（
貯
金
）に
積
み
立
て

小
坂
と
大
木
戸
の
仮

置
き
場
整
備
を
決
定

子育て世代の情報交換（森江野町民センターでのママカフェ）

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
委
員
に
志
村
裕
美
氏
（
高

城
）の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
30
年
９
月
30
日
ま

で
の
4
年
。 人

事

教
育
委
員
に

志
村
裕ゆ

美み

氏
を
再
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

任
期
満
了
に
よ
り
、
渋
谷
和
洋

氏
（
高
城
）
の
選
任
と
菅
野
俊

光
氏
（
内
谷
）
の
再
任
に
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28
年

９
月
30
日
ま
で
の
２
年
。

新
た
な
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に

渋
谷
和か

ず

洋ひ
ろ

氏
を
選
任
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